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囗
は
前
月
比

(八ヶ崎第二小学校で)

就学時健康診断

もうすぐ一年生

水緑文化

手数料。保険料・各種税

安全・確実な口座振替のご利用を

松戸液市民ギャラリー

期 間 12月2 日まで 12月2 日～16日

村串一之と

藤井淳子

二人展

(銅版画・創作人形)

風巻雪雄

クロッキー

「人・ひと・ヒト展」

松戸ペン習字

サークル

合同展

古 山 繁 作 品展

(油絵・クロッキー)

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

11月

12月

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４

瑞
松
書
道
会
菽

水
書
人
社
ジ
ュ

ニ
ア
展
・
＝
1
1月
2
2日
～
2
6

日

（
2
3日
は

休
館
）

4
グ
ル
ー
プ
K
展
元
‥
1
1
月
2
8
日
～
1
2
月
3
日

休
館
日
＝
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
＝
・
午
前
1
0時
～
午
後
6

時

※
初
日
お
よ

び
最
終
日
は

変
更

も
あ
り

ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
。
。
6
7
－
7
8
1
0
琶

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

今

月

の

納

期

4
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
三

期

納
期
限
）
＝
・－
‥
月
3
0日

奉
国
民
年

金
保
険
料
＝
半

一
月
分

4
国
民
健
康

保
険
料
・
＝
第
六
期

奉
事
業

所
税
＝
九

月

決
算
の

法
人

と
、

九
月

中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増

築
し

た
建
築
主
は
、
十
一
月
が
申
告

納
付

月
で

す
。

早
め
に

納
付
（
納
入

）
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
就
学
時
健
康
診
断
の
季
節
が

や
っ
て
き
た
。

お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
だ
子
ど
も

た
ら
が
、
元
気
に
校
門
を
く
ぐ
っ
て
来

る
。来
春
、
市
内
の
小
学
校
ご
入
学
す
る

と
見
込
ま
れ
る
児
童
は
約
五
千
七
百
人
。

多
い
と
き
に
は
八
千
人
を
超
え
た
新

入
学
児
童
の
数
も
、
こ
こ
二
、
三
年
は

落
ち
着
い
て
き
た
。

例
年
、
十
月
下
旬
が
ら
十
二
月
上
旬

に
か
け
て
は
、
新
入
学
を
控
え
た
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、
内
科
、
眼
科
、
歯

科
な
ど
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。

健
康
診
断
自
体
は
簡
単
な
も
の
だ
が
、

む
し
歯
や
疾
病
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
入
学
前
に
治
療
を
行
う
よ
う

に
勧
め
ら
れ
る
。

眼
の
病
気
の
た
め
に
プ
ー
ル
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ら

が
学
校
で
の
生
活
に
支
障
を
来
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

上
級
生
に
連
れ
ら
れ
て
健
診
会
場
を

移
動
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
の

経
験
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
緊
張
ぎ
み
。

し
か
し
、
そ
の
表
情
は
無
邪
気
で
明

る
い
。
間
近
に
迫
っ
た
新
し
い
生
活
へ
の
期

待
に
、
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

。

子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
満
ち
た
姿
を

目
に
す
る
と
、
い
つ
ま
で
も
明
る
く
元

気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。



下
水
道

整
備
事
業

新
た
な
受
益
者
も

負
担
金
対
象
区
域
の

説
明
会
を
開
催

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
下
水

道
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
で
き
る
だ
け
早
く
建
設
す
る
た
め
に
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
直
接
利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に

「
受
益
者
負
担
金
」
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
四
月
か
ら
新
た
に
負
担
金
の
賦
課
区
域
に
な

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
下
記
日
程
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
毎
年
計
画
的
に
下
水

道
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
松
戸
市
の
下
水
道
普
及

率
（
下
水
道
が
使
え
る
地
域
の
人

口
割
合
）
は
三
六
％
で
、
全
国
平

均
四
〇
％
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
四
次

燮

兄

か
年
計
画
で
は
、
普
及
率

五
〇
％
を
目
標
と
し
て
下
水
道
整

備
を
急
い
で
い
ま
す
。

受

益

者

負

担

金

下
水
道
を
建
設
す
る
費
用
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
費
市

債
・
市
税
）
と
受
益
者
負
担
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
で
土
地
の
利
用

価
値
が
高
ま
る
た
め
、
直
接
そ
の

利
益
を
受
け
る
土
地
の
所
有
者
ま

た
は
権
利

者
（
借

地
権
な
ど
の

権

利
を
有
し
て
い

る
人
）
に

も
建
設

費
用
の
一
部
を
負
担
し
て

も
ら

う

も
の
で

す
。

受
益
者
負
担
金
の
額
は

、
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
百
円
で
、
三
年
間

（
年
四

期
）
で
納
め
て
い
た

だ
き

ま
す
。

今
後
も
賦
課
区
域
を
計
画
的
に

拡

大
し
て

、
早
期
に
下
水
道
整
備

を
図

る
予
定
で

す
。
そ
の
た
め
に

も

、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し

ま
す

。

説

明

会

に

ご

参

加

を

平
成
二

年
四
月
か
ら

新
た
に
負

担
金

賦
課
区

域
と
な
る
下
表
の
各

地
域
で

、
説
明
会
を

開
催
し

ま
す
。

対
象
と
な

る
人
に
は

、
説
明
会

ま
で

に
案
内
状
と
申

告
書
を
郵
送

し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参

加
を
お

願
い
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
計
画
業
務
課
業

務
係

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入
場
無
料
こ
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ

レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「

で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

」

昔
6
3
1
9
9
9
9

番

1
2月
1

日
（

金
）

1
1月
2
9日
（

水
）

期

日

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

午
後
３
時
～
４
時

時

間

※
定
員
に
な

っ
た
場
合
は
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
｛
。
6
5－
5
1
1
5

番

市
立
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

マ
課
程
E

①
看
護
科
三
年
課
程
②

准
看
護
科

▽
募
集
人
員
＝
・
各
四
十
人

▽
資
格
＝
・
①
大
学
に
入
学
す

る
資

格
の

あ
る
人
②
高
等
学
校
に
入

学
す
る
資
格
の
あ
る
人

マ
願

書
受
付
け
・
＝
①
平
成
二
言

月
土

谷

（
火
）
～

二
十
三
日

（
火
）
②
一
月
二
十
五
日
玉

丁

二
月

一
囗
采

）
、
午
前
九
時
～

午
後
四

時
（
土

曜
日

は
正
午
圭

で

。
日

曜
日
は

除
く
）

マ
試
験
日
二

次

試
験
＝
①
二
月

四
日

百

）
②
二
月

十
九
日
（
月

）
、

二
次
試
験
＝

①
二
月
六

日
（
火

）

②
二
月
二
十

一
貝

水
）

マ
詳
細
・
＝
市
立
病

院
附

属
看
護
専

門
学
校

。一一
6
7－
4
4
4
4

番

集
積
所
ヘ
ゴ
ミ
を
出
す
の
は

決
め
ら
れ
た
日
時
に

ゴ
ミ
集
積
所
は
、
ゴ
ミ
が
出
さ

れ
て
か
ら
収
集
さ
れ
る
ま
で
の
一

時
的
な
置
き
場
所
で
す
。
収
集
後

は
、
何
も
残
ら
な
い
の
が
原
則
で

す
。収
集
日
以
外
に
ゴ
ミ
が
多
量
に

出
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
集
積
所
は
、

囲
い
や
看
板
な
ど
の
あ
る
と
こ
ろ

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

無
責
任
な
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
を

誘
う
囲
い
や
看
板
な
ど
は
、
最
小

隕
に
し
た
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
集
積
所
に
出
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
で
き
る
だ
け
早
く
、
き
れ

い
に
収
集
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
車
両
台
数
に
制
限
が

あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
集
積
所
を

早
朝
に
回
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の

朝
、
八
時
三
十
分
ま
で
に
ゴ
ミ
集

積
所
へ
出
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま

す
。
マ
詳
細
＝・
清
掃
第
一
課
業
務
係

戸
定
館
が
休
館
し
ま
す

戸
定
館
は
、
戸
定
か
丘
歴
史
公

園
工
事
の
た
め
、
平
成
二
年
四
月

一
日
か
ら
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
休
館
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
矢
切
公
民

館
四
6
8－
1

2
4
1

内
線
4
4
番

▽
会
帶

＝
松
戸
市
公

設
地
方
卸

売

市
場
南
部
市
場
、
松
戸
市
綜

合

卸

売
市
場
（
野
菊
野
団
地
横
）

▽
交

通
＝
・
松
戸
駅
東
口
か
ら
新
京

成

バ
ス

「
三

矢
小
台
行
き
」
ま

た
は

「
野
菊
野

団
地
行
き
」
で

綜
合
卸
売
市
場
バ
ス
停
下
車
、

徒
歩
二
分

※
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
下

さ
い
。

マ
催
し
物
＝
松
戸
太
鼓
・
民
謡
・

民
舞
・
獅
子
舞

・
ミ
ニ
S
L

・

模
擬
せ
り
・
ま
ぐ
ろ
の

解
体
な

ど
マ
詳
細
・
・・
公
設
地
方
卸

売
市

場
南

部
市
場
四
6
2－
5
8
0
9

番

母
子
家
庭
等
修
学
資
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

母
子
家
庭
な
ど
の
児
童
が
高
等

学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
て
、
満

十
八
歳
（
一
定
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童
は
満
二
十
歳
）
に
達
し

た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
な

ど
を
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、修
学
資
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
に
は
、
早
め
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

マ
対
象
・
＝
①
今
年
度
、
一
番
末
の

児
童
が
満
十
八
歳
に
達
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
ま
で
受
給
し
て

い
た
児
童
扶
養
手
当
や
各
種
公

的
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
な

り
、
支
給
を
打
ち
切
ら
れ
た
母

子
家
庭
な
ど
で
、
児
童
が
高
等

学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
場

合
②
今
年
度
、
一
番
末
の
児
童

が
満

十
八
歳
に
達
し
た
後
、
母

子
家
庭
な
ど
に
な
り
、
児
童
扶

養
手
当
法
に
基
づ
く
受
給
要
件

に
該
当
し
、
児
童
が
高
等
学
校

な
ど
に
在
学
し
て
い
る
場
合

气

高
等
学
校
な
ど
」
と
は
、
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
・

高

等
専
門
学
校
・
盲
学
校
・
ろ

う

学
校

・
養
護
学
校
・
修
業
年

限
三
年
以
上
の
専
修
学
校
・
各

種

学
校

を
い
い
ま
す
。

〉
支
給
額
＝
所

得
制
限
な
ど
に

よ

り
、
一
世
帯
月
額
）
二
万
円
、

ま
た
は
一
万
三
千
円

▽
支
給
期
間
・
＝
児

童
が
満
十
八
歳

に
な
っ
た
月
の

翌
月
か
ら

そ
の

年
度
の
三
月
ま
で

▽
必
要
書
類
＝
・
在

学
証
明

書
、
金

融
機
関
の
通
帳
表
面
の

写
し

、

そ
の
他
の
必
要
書
類

マ

詳
細
・
＝
援
護
課
援
護
係

「
松
戸
市
南
部
市
場
祭
り
'
8
9
」
が
、

十
一
月
二
十
六
日
日
）
に
開
催
さ

れ
ま

す
。

今
年
の

テ
ー
マ
は
、
「
健
康
と

幸

福

そ
れ
は

我
家
の
食
生
活
か

ら
」
。

青
果
・
水
産
・
花
卉

の
卸
売
三

部
門
や

場
内
関
連
業
者
に
よ
る
展

示
即

売
・
模
擬
店
な
ど
の
各
種
催

し

物
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

家

族
そ
ろ

っ
て

、
楽
し
い

一
日

を

お
過

ご
し
下

さ
い

。

マ
日

時
五

十
一
月
二

十
六
日

百

）

午

前
九
時
～

午
後
一
時
三
十

分

雨

天

決
意

マ
日
時
・・
十

百

二
大

日
（
火
）

～
平
成
二
年
二
月
十
日
玉

）
、

午
前
十
時
～
午
燃
（
時
（
月

隴
・
祝
日
、
十
二
月
二
十
八

日
上

月
四
日
は
休
館
）

マ
内
容
・
＝
市
内
各
地
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
の
い
わ
れ
や
意
味

に
つ

い
て

展
示
を
見
な

が
ら

考
え
る
。

マ
主
な
展
示
品
・
＝
正
月
飾
り
、

ま
ゆ
玉
、
お
び
し

や
、
大
獅

子
頭
、
三
匹

獅
子

舞
、
秋
祭

文
化
ホ
ー
ル
特
別
展

「
松
戸
の
年
中
行
事
」

り
の
ビ
デ
オ
、
写
真

パ
ネ
ル

約
三
十
枚
な
ど

▽
催
し
物
・
こ
記

念
講
演

会
、
体

験
学
習
会

、
実
演

な
ど
を
期

回
中
毎
週
土

・
日
に

開
催

第

一

回

体

験

学

習

会

「

し

め

な

わ

作

り

」

マ
日
時
・・
十

二
月

一
日
（
金
）
午

憊

時
三
十
分
上

こ
時
三
十

分
マ
講
師
・
・・
松
戸
飾
職
組
合
・
岩

佐
敏

雄
氏

マ

費
用
・
＝
無

料

※
は
さ
み
を
持

参
し
、
作
業
の

で
き

る
服
装
で

マ
申
込
み
・
・・
電

話
で

文
化

ホ
ー

ル
ヘ

▽
詳
細
上
文
化
ホ
ー
ル
。
。
6
7
－

7
8
1
0

番

計画的に進められている下水道整備事業

説 明 会 の 日 程

期 日 時間 会 場 受益者負担金対象区域

12ヅ 刎(月)

午

後

6
時
か
ら

根木内中学校 根木内(宿畑・西の台)、久保平賀(行人台・下宿の各一部)

12(火) 馬 橋 小 学 校 新松戸二 丁目 の一 部、馬 橋(岩崎の一 部・児沼) 、三ヶ月( 中谷) 、小 金
(三反 割の一部)

13冰） 八ヶ崎小学校 八ヶ 崎(宮 前・堀込 の各一部)

14内 古ヶ崎市民センターホール）栄町(二 丁目 の一部・四 丁目・五 丁目 の一部) 、古ヶ崎( 二丁目の一 部)

15啻 北 部 小 学 校
南花島(
四 丁目) 、竹ヶ花( 花島谷) 、吉井町 の一 部、小 根本( 打越) 、根本

(平方・大道下の各一部)、樋野口堤外の一部)、古ヶ崎(供養塚・水神
前・合川 の各一部・下合川)

18(月)
松 戸 市 農 協 本 店
(4 階ホール)

上本郷(三 斗蒔・花下 下 馬 木・押堀 一前田の各一 部)、南花島( 二丁目・辰
ノ 子・下萩 の各一 部)

19(火) 市 消防局(5 階 講堂)
胡 録台( 大 畑・小野・拓野・宮下の各一部・無番地) 、松戸新田( 吉兵衛屋

舗・平次郎屋舗・毛無山・丸山一ジイノ前の各一部・野間木戸)、岩瀬(高
畑・殿井戸・鍛冶塚・立野の各一部S)、松戸(白山一東美野・貝台の各一部)

20圉 上矢切第三町会公民館 上矢 切(草生・古川)

※会場が学校の場合は、スリッパをご持参下さい。

模擬せりは毎年好評です

11月26日
松戸市三部市場祭り'89

皆 さんでお楽しみ下 さい

11月28日開催
－みる・まなぶ・つたえるー

一 一 一
馬 橋 王 子 神 社 の 秋 祭 り

12月11日か

ら



心配ごと相談

期日 会 場 時間

12/1R 市役所 相談コ ーナー

午
前

10

時
S
午
後

3
時

4(月) 馬 橋 支 所

5(火)
六 実 支 所

小 金 市 民 セ ンタ ー

6(水)
常 盤 平 支 所

新松戸 市民 センター

7 困 小 金原市民センター

8 圀
市役所相談コーナ ー

15困

C〉詳細・‥市社会福祉協議会昔68

－0503 番

30代からの女性のための

医学セミナー

c〉日時・‥12月8 日(金)午後1 時

30分～3 時

t〉会場…新松戸市民センター

c〉対象…30歳以上の女性

【〉定員…先着100人

l〉内容…「自分のからだを優し

く見つめる」

r〉講師…国立精神神経センター

国府台病院産婦人科部長・皆

川進氏

r〉申込み…電話で健康管理課小

金方面保健室へ

婚前・新婚学級(おしどり学級)

期 日 内 容

12・'4

(月)

結婚って、親になるつてどんなこ
と？（夫の役割・妻の役割）
干 葉大学保健管理センタ ー

時田光人市血液検査（貧血一血液型・梅毒・風疹
抗体価 ）を希望者 に有料で実施

11

(月)

男性と女性のからだについて（妊
娠 ・出 産へむけて）

石林謙治氏血圧測定一尿検査を無料で実施

18
(月)
ファミリープランニンブ（元気な
子どもを産むため|こ、正しい避妊）
映画、ブループワーク

※3日間で1コースですが、1日だけでも可

c〉対象…未婚あるいは新婚の男女(1 人でも参

加できます)

c〉申込み…n 月30日(木)までに．電話で健康管

理課小金方面保健室へ

楽々バランスメニュー教室

期 日 時 闕 内容( 講話と 調理実習)

12/14
困
午前10腮

S

午後q 時

ヘルシ ー1600Kcal の食事( 主食編)

平成,2年

1/181 内
ヘルシー1600Kcalの食事(主菜編)

2 ／8
困

60歳から のシ ンプ ル料 理

E〉会場…健康増進センター

l〉対象…市内在住・在勤の20歳以上の人で、健康増

進指導コースを1 年以内に受診した人

※1 年以上経過した人は、改めて受診して下さい。

E〉定員…先着40人

C〉費用…材料費毎回400円

l〉申込み…電話で健康増進センター2565―5588番へ

犬の散歩はマナーを守って

市長の窓 消防訓練
センター いざという時

に備えて

体験してみませんか高度な訓練をする消防職員(皆さんの研修内容は、どなたにでもできるものです)

研 修 内 容

竹9 番通報訓練
火災・救急などを「 早く 」「 正しく 」知ら せ

る 訓練

煙 道 ・ 暗 中 の

訓 練

火災のとき、煙や暗い中から安全に避難する

訓 練

避 難 訓 練
避難はしごや救助袋を使って、安全に避難す

る 訓練

消 火 実 験 天ぷら 油による火災 の消火実験

消 火 訓 練
消火用具（水バケツ）・消火器・屋内消火栓・

軽可 搬ポンプ による 消火訓練

応 急 救 護 訓 練 けが や骨 折などをし た場合の応急救護訓練

地 震 体 験
起震車による地震 発生 時の身の安全や火の始

末の体験

防災指導車およ

び救急指導車に

よる研修

防災指導車による火災 予防、地震の心得、 ま

た救急指導車による、とっさの場合の応急手

当の方法などの 研修

防火 ・防災映 画

火災予防 ・地震対 策・いざと いうときの応急

救護の万法など、16ミリフィルム、ビデオなど

によ る研修

講 話 ・ 座 談 会
火災予防 ・地震対 策・救急処置、自主防災 組

織づくりなどの講話あるいは座談会

見 学
消防職員の 訓練（ 救助・救出訓練、 ポンプ 操

法訓練など）の 見学
市長賞に諢輝いた江川さん

勤
労
会
館

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

会場
膕

税

に

関

す

る

作

文

ノ

＼

・

優

秀

作

品

が

決

ま

る

税
金
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
主
催
で
市
内
の
中
学
生

を
対
象
と
し
て
「
税
に
関
す
る
作

文
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
五
千

八
百
七
十
三
点
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〔
市
長
賞
〕
江
川
由
美
子
（
四

中
）

〔
市

議
会

議
長
賞
〕
長
谷
川
久
美

子

（
二

中
）
〔
教
育
委
員
長
賞
〕

武
田
友
美

（
栗

ヶ
沢
中
）
〔
教
育

長
賞

〕
須

永
由
美
（
四

中
）

吊

納
連

会
長
賞
〕
松
沢
明
子

・
吉
田

友
香

（
栗

ヶ
沢
中
）
、
工

藤
香
織

（
金

ヶ
作
中
）
、
渡
辺
聡
美
・
中

山

由
美
（
新
松
戸
北
中
）
、
青
柳

美
雪

（
三

中
）
、
稲
岡
千
絵
（
新

松
戸
南
中
）
、
黒
沢
多
恵
（
二
中
）
、

伊
藤
弘
子

（
根

木
内

中
）
、
佐

川

陽
子

・
沢
田
泰

洋
（
和
名
ヶ
谷

中
）
、

遠
藤
登
百
恵
（
聖
徳
学
園
中
）

＝
敬
称
略
＝

マ
詳
細
・・・
収
納
課
管
理
係

今
年
五
月
、
八
ヶ
崎
に
オ
ー
プ
ン
し
た
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
に
備
え
て
、
研
修
や
体
験
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

町
（
自
治
）
会
の
自
主
防
災
組
織
や
職
場
の
消
防
組
織
な
ど
、
五
～
六
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

松
戸
市
消
防
訓
練

セ
ン

タ
ー
が

オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た

。

訓
練
セ
ン

タ
ー
は

、
消
防
職

員

や
消
防
団
員
の
訓
練

を
行

っ
た

り

市
民
の
皆
さ
ん
に

災
害
に

備
え
て

の
研
修
や
体
験
を
し
て
い
た

だ
く

た
め
の
施
設
で
す

。

訓
練
セ
ン

タ
ー
に
は
日

本
で

初

め
て
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
が
取

り
入

れ
ら

れ
て
お
り

、
煙
の

中
の

避
難

を
経
験
で
き
る
な
ど

、
さ
ま

ざ
ま

な
防
災
体
験
を
す

る
こ

と
が
で

き

ま
す
。

い

ざ
と
い
う
と
き
に

備
え

る
た

め

、
あ

な
た
も
体

験
し
て
み

ま
せ

ん
か
。

利

用

申

込

み

要

領

マ
時
間
・
・
牛

前
九

時
～

午
後
五
時

（
研
修
項
目
に
よ

っ
て

ご
相
談

に
応
じ
ま
す
）

▽
内
容
一
科
目
最
低
三
十
分
。

研
修

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
表
に

よ
り
、

希
望
の
研
修
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
下
表

を
参
照
し
て

下
さ
い
。

マ
参
加
人
員
・
＝
五
上
（
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体

▽
服
装
・・
・
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て

も
支
障
の
な
い
服
装
、
運
動
靴

な
ど
ヒ
ー
ル
の
低
い
履
物
で

※
送
迎
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
の
用

意
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
下

さ
い
。

マ
申
込
み
・
＝
市
消

防
局

ま
た
は

各

消
防
署
ヘ

マ
詳
細
・
＝
市
消
防
局
救
急
防
災
課

指
導
係
り
。
6
3
1
1
1
1
1
内
線

2
1
5

番

あ
ま
り
恰
好
の
よ
い
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
書
く
べ
き

か
ど
か
か
迷
い
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な

け
れ
ば
解
決
が
困
難
で
あ
る
と

思
い
、
筆
を
と
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
最
近
、
犬
の
糞
の
始
末
に
関

す
る
市
へ
の
苦
情
が
増
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
「
江
戸
川
の
堤
防

に
散
策
に
行
き
、
堤
防
に
腰
を

下
ろ
し
た
と
こ
ろ
異
様
な
感
触

に
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
た
が
、

ズ
ボ
ン
は
す
っ
か
り
犬
の
糞
で

汚
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

市
が
条
例
を
制
定
し
て
罰
則

を
設
け
る
な
ど
、
何
等
か
の
対

策
が
と
れ
な
い
だ
ろ
う
か

」

と
の

苦
情
と
提
案
が
あ
り
ま

す
。

ま
た
、「
朝
早
く
公
園
へ
行

っ

て
み

る
と
、
か
な
り
の
人

が
犬

の
散
歩
を
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

至
る
所
に
糞
が
落
ち
て
い
る
。

衛
生
上
も
問
題
が
あ
り
、
市
と

し
て
取
り
締
ま
り
が
で
き
な
い

の
か
」
と
の
声
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
と

き
私
は
、
ま
ず
犬
を
飼
っ
て
い

る
方
々
の
道
義
心
に
待
つ

べ
き

で
、
市
は
P
R
を
強
化
し
ま
す

と
お
答
え
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
広
報
で
の
P
R
も
思

う
よ
う
に
成
果
が
あ
が
ら
ず
困

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
中
に
は
、
そ
う
い
う

不

心
得
な

者
に

対
し
て

は
、
現

場
で
強
く
注

意
し
た

り
、
指
導

し
た
り

、
悪
質

と
思
わ
れ
る
場

合
は
罰
則
を

適
用

す
べ
き
で

あ

る
と
強
く
訴
え

る
人

も
い

ま
す
。

し
か
し
、
犬
の
散
歩
を
さ
せ

る
方
々
の
中
に
は
、
袋
や
糞
を

は
さ
む
道
具
を
持
っ
て
跡
始
末

を
し
て
歩
く
方
も
居
り
ま
す
。

上
本
郷
の
運
動
公
園
で
は
、

横
田
つ
る
さ
ん
と
い
う
高
齢
の

方
が
、
連
日
袋
と
道
具
を
持
ち

な
が
ら
糞
の
始
末
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
大
変
奇
特
な
行
為

だ
と
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

江
戸
川
の

堤
防
や
公
園
に
市

が
看
視
員
を
置
い
て
取
り
締
ま

れ
と
の
声
も
理

解
で
き

ま
す

が
、

江

戸

川
の

堤

防

は

大
変
広
い

し

、

市
内
の
公

園
も
数
多
い
わ

け
て
す
か
ら
、
実
効
を
期
待
す

る
に
は
、
多
数
の
看
視
員
を
雇

傭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

そ
の
人
件
費
は
、
当
然
市
民

あなたも体験してみませんか

糞
の
始
末
を
し
て
下
さ
い宮
間
満
寿
雄

の
皆
さ
ん
の
税
金
か
ら
賄
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
方
々
が
注

意
し
て
下
さ
れ
ば
、
税
金
の
無

駄
使
い
と
も
言
え
る
こ
の
よ
う

な
事
は
し
な
く
て
も
す
む
わ
け

で
、
貴
重
な
税
金
は
も
っ
と
有

効
、
適
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

江
戸
川
の
堤
防
は
、
市
民
の

憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
公
園
も
市
民
の
貴
重
な
財

産
な
の
で
す
か
ら
、
皆
が
注
意

し
て
よ
い
環
境
と
な
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
心
掛
け
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



昭
和
6

3
年
度決
算
概
要

一

般

会

計

昭
和
六
十
三
年
度
の
決
算
額
は
、

歳
入
八
百
二
十
億
三
千
二
百
十
万

三
予
円
、
歳
出
七
百
八
十
八
億
五

千
九
十
三
万
一
千
九
百
四
十
一
円

で
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

で
五
・
六
％

、
歳
出
で
は
五
・
四

％
の
伸
び
率
に
な
り
ま
す
。

歳
入
で
は
市
税
収
入
が
全
体
の

六
八
・
五
％
を
占
め
、
続
い
て
国

の
補
助
金
（
七

こ

％

）
、
市
債

六
・
四
％
）
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
歳
出
の
全
体
構
成
比
は
、

土
木
費
（
二
六
・
四
％

）
、
民

生

費
（

二
（

・
二
％
）
、
教
育
費

（
一

四
・
八
％

）
の
順
で
、
市
民
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
事
業
に
、
積

極
的
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
第
三
次

総
合
五
か
年
計
画
の
最
終
年
度
に

当
た

り
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計

・
企

業
会
計
と
も
、
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
諸
施
策
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特

別

会

計

お

よ

び

企

業

会

計

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か
六
特
別
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
四
百
七
生

億
六
千
三
百
二
十
万
六
千
二
亘

一

土
（

円
、
歳
出
四

百
五
十
六
億
八

千
二
百

五
十
二
万

七
百
八
十
一
円

で

、
前
年
度
比

は
、
歳
入
が
一
八

二

％

、
歳
出

は
一
九
・
三
％

の

伸

び
率
で

す
。

企

業
会
計
の

決
算
額
は
、
収
益

的
収
入

と
資
本

的
収
入
の
合
計
で

百
四

十
億
二
千
四
百

六
十
六
万

五

千
七
十
六
円

、
収
益
的
支
出
と

資

本
的
支
出
の

合
計
で
百

四
十

一
億

八

千
二

十
三
万

九
千
六
百
二

十
八

円

と
な
り
、
前
年
度
比
で

は
、
そ
れ

ぞ
れ

匸
一
・
七
％

、
一

丁

九
％

の

伸
び
率
で

す
。

各
企

業
と
も
、

健
全
な
公

営
企

業
の
経
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

マ
詳
細
・
・
財

政
課

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の

完
遂
を
め
ざ
し
て

一
般
会
計
8
2
2
億
6
0
5
万
1
千
円

平
成
元
年
度
の
当
初
予
算
は
七

百
八
十
五
億
円
で
し
た
が
、
九
月

に
補
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
予

算
現
額
は
八
百
二
十
二
億
六
百
五

万
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
、
九
月
末

現
在
で
歳
入
四
六
・
一
％
、
歳
出

言

一
・
四
％
で
す
。

本
年
度
は
、
第
四
次
総
合
五
か

年
計
画
（
松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
）

の
初
年
度
で
、
「
健
や
か
で
ぬ
く

も
り
の

あ
る
ま
ち
」
「
心
豊
か
な

う

る
お
い

を
感
じ
る
ま
ち
」「
緑
あ

ふ
れ

る
こ
こ

ち
よ
い
ま
ち
」
「
安

心
で

く
ら
し

や
す
い
ま
ち
」

「
活

力
に

満
ち
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
」

な
ど
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

た
諸
施
策
の
完
遂

を
め

ざ
し
て

努

力

し
ま
す
。

今

後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理

解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。

特

別

会

計

お

よ

び

企

業

会

計

平
成
元

年
度
の
国
民

健
康
保
険

特
別
会
計
ほ
か
五

特
別
会

計
の
当

初
予
算
の
合
計
額
は

、
四
百

三
十

五
億
七
万
八
千
円
で
し

た
が
、
六

月
に
下
水
道
事

業
特
別
会

計
、
九

月
に
国
民
健
康

保
険
特
別

会
計
、

松
戸
競
輪
特
別

会
計
、
下

水
道
事

業

特
別
会
計

お
よ

び
老
人

保
健
事

業

特
別
会
計
の
補
正

を
行
い

ま
し

た
の
で

、
予
算
現

額
は
四
百

七
十

三

億
四
千
二
百
十

三
万
三

千
円
と

な
り
、
予

算
の

執
行
状
況
で

は
、

歳
入
三
四

・
五
％

、
歳
出
三
五
・

二
％
と

な
っ
て
い

ま
す
。

企
業
会

計
の

予
算
現
額
は
、
収

益
的
収
入
と

資
本
的
収
入

の
合
計

で
百
三
十
四

億
六

千
四
百

四
十
七

万
円

、
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支

出
の

合
計
で
百
四

十
四

億
九
千
九

十

九
万

九
千
円

と
な
っ
て

い
ま
す
。

予
算
の

執
行
状
況
は
、
歳
入
四

五

・
一
％

、
歳
出
四
七

・
九
％
で

す
。各

企
業
と
も
、
健
全
な
公
営
企

業
の
経
営
に

努
め
て

い
ま
す
。

▽
詳
細
・・
・
財
政
課

丶■
・,■I・-・ ・-,

来 年4 月 の 開 校 に 向 け て 建 設 が 進 む 小 金 北 中 学 校

ご
存
じ
で
す
か

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

こ
の

制
度
は
、
市
民
の
持
ち
家

（
増
改
築
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
・

中
古
住
宅
の
購
入

を
含
む
）
の
促

進
を
図
る
た
め
に

、
利
子
の
一
部

を
一
定
期
間
補
助
す
る
も
の
で

す
。

マ
対

象
＝
・
年
収
六
百
万

円
以
下

の

人
で

、
住
宅
金

融
公

庫
か
ら

建

設
資
金
の

融
資

を
受
け

、
さ
ら

に
住
宅
金

融
公

庫
の
業
務
を
取

り
扱

っ
て
い

る
市
内
の

金
融
機

関
か
ら

融
資
を
受
け

た
場
合

マ
利
子
補
給
額

…
金
融
機
関
の

融

資
金
利
に
つ
い
て

、
公

庫
と
の

差
三
％
以
内
）
を
五
年
間

マ
詳
細
・・
・
住
宅

課
公

営
住

宅
係

運動公園 野球場の 冬期開放

1〉開放日・・・12月9 日（土）・16 日（土）・17 日

（日）、平成2 年1 月13 日（土）・14 日（日）・

15日（祝）・20 日（土）・21 日（日）、2 月10 日

（土 ）・11 日（祝）・12 日（振替休日）、3 月3

日（土）・4 日（日）

【〉開放時間…①午前10 時30 分 ～午後o 時30 分

② 午後1 時30 分～3 時30 分

1〉対象…平成元年度登録チーム

※受付時に登録認定証をお持ち下さい。

r＞申込み…12 月2 日（土）午後2 時 から、運動

公園会議室へ

※申込多数の場合は抽選をし ます。

E〉詳細…市民 スポーツセンター063-9241 番

女 性セミナー参加者募集

一 人間らしい生き方を求めて －

I》日時…12 月2 日(土) 午 後1 時30 分 ～4 時

C〉会場・‥婦人会館ホール

l〉定員…市内在住・在勤者先着70 人(2 歳以

上の保育10 人、手話通訳あり)

1》費用…無料

E〉内容… 食卓があなたに問いかけるもの(家 庭内

の人権)婦人生活社出版部次長・柴田亮子氏

E〉申込み…11 月30 日( 木) 〔消印有効〕までに

電話またはハガ キで住所・氏名・電話番号

一女性セミナー参加希望、保育希望者は子

供の名前と年齢を明記して、〒271 松 戸 市

根本387-5 松戸 市役所婦人担当室へ

11月21 日～24 日

ゴ ミの再利用展

l〉日時…11月21日(火卜24 日( 金)、

午前10 時～ 午後6 時(24 日は

正午 まで)

l〉会場…常盤平市民センター

r〉内容…家具類・家電製品など

約100 点 、ほかに古本など

※展示品は、希望者に無料で差

し上げ ます( 申し込み複数 の

場合は抽選)。

環境美化啓発ポスターの入選

作品も展示します。

E〉詳細…清掃第一課再利用係

平成2 年 度

保育所( 園) 入所申請受付中

【〉受付期限…11 月30 日(木) まで

1〉受付場所…福祉事務所( 市役

所別館2 階)

r〉申 請書の配布…福祉事務所ま

たは各保育 所( 園) で

E〉入所の決定…訪問調査・書類

審査後。平成2 年3 月中旬に

通知します。

※現在 入所中の人も引き続き入

所を希望する場合は、新たに

申請して下さい。

じ〉詳細…福祉事務所福祉係

障害者問題地域福祉講座

(ふ れあいフォーラム)

l〉日時…12 月13 日(水) 午 後1 時

30 分～4 時

l〉会場…船僑市中央公民館

l〉内容…「障害者と地域福祉に

ついて」 日本社会事業大学講

師・亀山幸吉氏、映画「いの

ちの詩」、体験発表、障害者施

設の作品展示・即売会

E〉対象…中学生以上の県民

l〉費用…無料

l〉申込み…11 月30日(木)までに、

電話でしあ わせ課福祉係へ

新年のあいさつは

年賀名刺交換で

年賀名刺は、名簿式の小冊子

に申込者の職業・氏名・住所・

電話番号を印刷し、年始めに申

込者にお送りするものです。

t〉対象…市民または市内に勤務

する人ならどなたでも

E〉費用…600 円

E〉申込み…11月30日(木)までに、

秘書課・各支所に備え付けの

申込書に費用を添えて、秘書

課または各支所へ

D〉詳細…秘書課

ご利用ぐださい

従業員の教育訓練に

生涯能力開発給付金制度

この制度は、労働者の職業能

力の開発向上を促進することを

目的として創設されたものです。

能力開発給付金・自己啓発助

成給付金 一技能評価促進給付金

の3 種類があります。

事業主の皆さん、従業員の教

育訓練に活用して下さい。

l〉詳細…千葉県商工労働部職業

能力開発課民間訓練係昔0472

-23-2753 番

材料試験技術講習会

l〉日時…11月28日(火)午前

10時～午後4 時

l〉会場…東葛飾合同庁舎6階

【〉内容…これからの材料試

験と試験機

【〉費用…無料

【〉申込み…11月22日(水)ま

でに千葉県機械金属試験

場溶接課00472-52-2101

番へ

巡回経営・融資相談

E〉日時…12月6 日(水)午前

10時30分～午後3 時30分

【〉会場…東部支所

レ内容…経営および融資全

般

【〉相談者…中小企業経営コ

ンサルタント、商工課融

資係

r〉費用…無料

E〉詳細…商工課振興係

市有財産の現在高(平成元年9 月30日現在)

基 金( 単位 ：千円)

土地開 発基金4,300,0()0

財政調 整基金4,628,700

国民年 金印紙購入基金8,5()0

高額療 養費貸付基金15,000

学童災害共済基金2,313

松本清 奨学基金50,0{}0

福祉基金130,853

美術品 等取得基金410,000

国民健康保険事業財政調整基金2,160.000

松戸市営白井聖地公園基金31,211.6

文化施 設建設基金5,880,000

有価証券および出資による権利

865,578干 円

土地および建 物

土地2,728,789.77nf

(うち 土地開発基金

7,659.16 ぽ)

建物778,119.34m ・

車 両 総台数384 台

乗用 車22 台 貨物車114 台

消防 車71 台 救急車9 台

軽自動車91台その他77台

地方債の現在高（平成元年9 月30日現在）平成元年度 特別会計予算執行状況

会 計 名 当初予算額 4月~9月末
補正予算顧

予算現額
4月～9月末
収入済額 蠻 4月~9月末支出済額執

行

率

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

14,259,207 548,14814,807,3555,633,62038.0 5,562,27637.6

松 戸 競 輪
特 別 会 計

9,174,9551,75リ20 10,925,9755,629,76851,5 4,715,70243.2

下 水 道 事 業
特 別 会 計

卵, ㈲
9,682,5861,460,170

(732,949)
11,142,756

㈲,657）
996,061
(24.0)
8.9
(329,298)
2,155,071

(44.9)
1口

公設地万卸売市場事業
特 別 会 計

627,607 627,607 245,202 39.1 258,385 41.2

老人保健業
特 別 会 計

9,392,305 82,717 9,475,0223,748,60039.6 3,819,15040,3

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

363,418 363,418 100,798 27、7 166,616 45.8

合 計
(732,㈲
43,500訓 3,842,055

(732,949)
47,342,133

㈲,657)
16,354,049

(24,0)
34,5
(329,298)
16,677,200

(44、9)
35.2

平成元年度 企業会計予算執行状況

※ぐ）内は、昭和63年度予算の繰越分です。

(単位：千円)

(単位 ：干 円)

区 分 当初予算額-
4月～9月末
補`正予算額

予算現頷
4月～9月末
収入・支出済額

収 入 ・
執行率(％)

収益的収入 10,350,000 10,350,000 5,102,270 49.3

収益的支出 10,350,000 10,350,000 4,996,076 48.3

資本的収入 リ70,899 1,170,899 190,639 16.3

資本的支出 1,955,917 1,955,917 1,212,406 62.0

収益的収入 1,445.393 1,445,393 745,462 51.6

収益的支出 1,310,544 1,310,544 540,727 41.3

資本的収入 358,177 358,177 2卩80 8.2

資本的支出 627,238 627,238 174,678 27.8

収益的収入 140,000 140,000 ア,253 5.2

収益的支出 157,400 157,400 11,030 フ.0

資本的収入 1 1 0 0

資本的支出 89.900 89,900 10,567 牝8

※収入額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんしますO

病

院

事

業

水

道

事

業

土
地
区
画
整
理
事

業

※（ ）内は、昭和63年度吊算 の繰越分です。

科 目 当初予算額 4月～9月末
補正予算額

予備費
充 用 額

予 算 現 額
4月~9月末
支出済額執

行

率

金 額 構成比(%)

1議会費 678,483 678,483 0.8 315,351 46.5

2総務費 7,服790 108,494 35,257 8,050,541 9.8 3,305,40141.1

3 民 生 費 12,825,105 514,614 5,61013,345,329 16.2 5,814,96543.6

4 衛 生 費 11,345,453 135、724 11,48リ ア7 14.0 4,087,47635.6

5労働費 80,727 80,727 0.1 41,913 5口

6 農林水産業費 376,630 376,630 0.5 224,614 59,6

フ商工費 344,342 62,200 692 1,407,234 1,7 756,276 63.7

8 土 木 費
(773,618)
19,肌723 2,093,523 1,234

(773,618)
21,885,480 26.6

(302,455)
4,212,645

(39.1)
19.2

9 消 防 費 3,606,045 13,116 3,619,161 4.4 1,545,87742.7

10 教 育 費
㈲, ㈲

12,805,973 フフ8,380 78
(105,712)
13,584,431 16.5

(60,558)
4,840,391

(57.3)
35.6

11災害復旧費 1 1 0.0 0 0

12公債費 ア,439,726 7,439,726 9.1 2,288,78330.8

13 諸 支出 金 2 2 O、0 0 0

14予 備 費 300,000 △42,871 257,129 0.3 - -

合 計
㈲,330）
8,500,0003,706,051 -

(879,330)
82,206,051 100.0

(363,013)
27,433瘴

(41.3)
33.4

(歳 出) (単位：千円)

※（ ）内 は、昭和63年度予算 の繰越分です。

科 目 当初予算額 4月~9月末
補正予算額

予 算 現 額 4月～9月末
収入済額

収入率(%)
金顯額 構成比(%)

1 市 税 56,300,000リ40,000 57,540,000 70.0 29.965,099 52.1

2地方譲与税 1,750,000 リ50,000 2.1 210,664 12,0

3 利 子 割 交 付 金 700,000 700,000 0.9 352,730 50.4

ゴ ルフ 場利 用税
4 交 付 金

10,000 10,000 0.0 9,008 90.1

自 動 車 取 得 税
5 交 付 金 780,000 780,000 1,0 351,983 45.1

6 地 方 交 付 税 1 1 0.0 0 0

交 通 安 全 対 策
7 特 別 交 付 金

90,000 90,000 0.0 38,322 42.6

8 分 担 金 及 び
負 担 金

1,111,548 1,111,548 1.4 471,702 42.4

9 使 用 料 及 び
手 数 料

2,073,376△3,375 2,070,001 2.5 933,218 45.1

10 国 庫 支 出 金
(133,094)
7,045,902△143,988

(133,094)
6,901,914 8.4

(0)
1,560,555

(O)
22.6

11県 支 出 金
(76,900)
2,367,689 27,302

(76,900)
2,394,991 2.9

(O)
528,903

(0)
22.1

12財 産 収 入 183,626 183,626 0.2 325,994 177.5

13 寄 附 金 30,001 1,000 31,001 O、0 39,271 126,7

14繰入金 11,099 28,460 39,559 0.0 0 0

15繰越金
(480,036)
100,000 1,921,143

(480,036)
2,021,143 2.5

(480,036)
2,701,135

(100)
133,6

16 諸 収 入 1,961,258 542,709 2,503,967 3.1 415,642 16、6

17 市 債
(189,300)

3,985、500 92,800
(189,300)

4,078,300 5.0.

(9,100)

0
(4、8)
0

合 計
(879,330)
78,500,0003,706,051

(879,330)
82,20U51 100.0

(489,136)
37,904,226

(55.6)
46.1

平成元年度 一般会計予算執行状況
(歳 入)

平成元年度（4 月1 日～9

月30日）の予算の執行状況と

昭和63年度決算の概要をお知

らせします。

平成元年度

(4月～9月)

予算の執行状況 ＝殷会計は ｀

歳入46 ．1％

歳出33 ．4％

63年度 一般会計決算状況
(歳 出)(歳 入)

科 目 予 算現額
支 出 済 額

金 顧 構成比(%)

1 議 会 費 656,947,000 643,877,850 0.8

2 総 務 費 10,365,679,07610,301,865,952 13.1

3 民 生 費 12,981,008,98312.758,427,108 16.2

4 衛 生 費 9,945,919,5009,806,099,685 12.4

5 労 働 費 77,972,000 73,155,498 0.1

6 農 林 水 産 業 費 372,385,000 361,554,762 0.5

7 商 工 費 1,058,685,7301,011,094,597 1、3

8 土 木 費 21,899,562,66020,829,053,343 26.4

9 消 防 費 3,682,751,7593,667,263,818 4.6

10 教 育 費 11,928,947,86611,648,451,413 14.8

11 災 害 復 旧 費 158,270,000 144,201,411 0.2

12 公 債 費 7,160,647,0007,095,851,352 9.0

13 諸 支 出 金 511,852,000 510,035,152 0.6

14 予 備 費 169,067,426 0 -

合 計 8U69,696,00078,850,93リ41 100.0

科目
予 算現額

収 入 済 額

金 額 構成比(%)

1 市 税 55,900,001,00056,210,546,852 68.5

2地方譲与税 620,000,000 669,565,000 0.8

3 利 子 割 交 付 金 370,000,000 356,580,000 0.4

4 娯楽施設利用税交付金 14,000,000 18,895,750 0.0

5 自動車取得税交付金 720,000,000 951,828,000 1.2

6 地 方 交 付 税 190,000,000 207,992,000 0.3

7 交通安全対策特別交付金 80,000,000 87,353,000 0.1

8 分担 金及び負担金 1,148,065,0001,130,788,19? 1.4

9 使用 料及び手数料 1,549,857,0001,598,423、007 2.0

10 国 庫 支 出 金 5,945,754,0005,819,833,675 7.1

11 県 支 出 金 2,345,988,0002,328,145,897 2.8

12 財 産 収 入 955,570,0001,306,397,781 1.6

13 寄 附 金 11,574,000 68,280,898 0.1

14 繰 入 金 366,354,000 366,354,000 O、4

15 繰 越 金 2,880,807,0002,880,807,623 3.5

16 諸 収 入 2,392,926,0002,751,011,325 3.4

17 市 貭 5,478,800,0005,279,300,000 6.4

合 計 80,969,696,00082,032,103,000 100.0

63年度 特別会計決算状況
会 計 名 予 算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 14,418,749,00014,430,265,62313,989,395,692

松 戸 競 輪 特 別 会 計 12,982,587,00013,268,493,89312,755,147,454

下 水 道事業 特別 会計 10,083,210,0009,568,546,8789,208,972,830

公設地方卸売市場事業特別会計 413,607,000 425,038,358 405,311,953

松戸市白井聖地公園事

業特別会計

936,805,000 942,676,912 933,939,283

老人保健事業特別会計 8,645,026,0008,200,720,3858,088,578,232

駐 車場 事業 特別 会計 310,262,000 327,464,177 301,175,337

合 計 47,790,246,00047,163,206,22645,682,520,781

63年度 企業会計決算状況
区 分 予 算 現 額 決 算 額

収益的収入 9,305,000,000 9,331,946,581

収 益 的支出 9,305,000,000 9,192,408,477

資 本 的収入 2,878,334,000 2,879,058,656

資 本 的支出 3,287,755,000 3,262,992,664

収 益 的収入 1,424,821,000 1,488,981,122

収 益 的支出 1,223,977,000 1,202,580,788

資 本 的収入 234,153,000 246,383,000

資 本的 支出 404,583,050 397,692,943

収 益的 収入 78,213,000 78,295,717

収 益的 支出 112,210,000 105,991,835

資 本的 収入 1,000 0

資 本的 支出 22,120,000 18,572,921

病

院

事

業

水

道

事

業

土
地
区
画
整
理
事
業

※収入顧が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

競輪事業収益金
の 使 途 状 況

民生費100,000 干円

土木費739,000 千円

教育費100,()00 干円

計939,000干円

平成元年3 月31日現在|

人 口445,605 人

世帯数155,617 世帯

63年度 市税の住民 負担状況 （単位:円）

犬 1 世帯当たり 1人当たり

市 民 税 228,002 79,624

固 定 資 産 税 85,358 29,809

都 市 計 画 税 16,658 5,818

そ の 他 31,193 10,893

合 計 361,211 126,144

市民の安全を守る消防車両などを整備しました

諸施策の概要

交通安全施設整備事業

1億2,684万1,595円

自転車放置防止対策事業

1億1,857万8,363円

自転車駐車場建設事業（3

ヵ所）

5,948万7,936円

集会所補助金

7,723万9,000円

教 育 費

小学校施設整備事業

3億7,343万9,125円

中学校施設整備事業

22億3,186万4,901円

幼稚園振興事業費

3億7,411万7,000円

父母負担軽減対策費

3,855万8,215円

図書管理業務電算導入費

4,999万6,460円

埋蔵文化財調査関係経費

2,619万4,594円

運動公園野球場照明建設事

業費

9,790万円

民 生 費

難病者援護費

6,225万円

重度心身障害者医療援護費

8,311万6,990円

特別障害者手当等給付費

6,256万800円

在宅老人デイ・サービス事

業

3,397万円

市立保育所遊戯室設置事業

8,172万4,000円

敬老おこづかい支給費

1億2,643万4,000円

ねたきり老人福祉手当

2,909万500円

民間保育所関係経費

2億5,176万1,250円

市民センター建設事業

1億6,637万円

商 工 費

金融対策関係経費

5億4,350万1,332円

共同施設設置関係経費

4,964万5,560円

土 木 費

道路維持補修事業

12億4,300万1,924円

道路新設改良事業

14億3,642万9,406円

河川整備事業

10億1,835万6,681円

都市計画街路事業

19億4,789万7,939円

公園建設事業

6億9,433万9,221円

21世紀の森と広場建設事業

17億2,487万564円

排水路整備事業

36億9,471万5,422円

市営住宅建設事業

10億5,792万5,573円

労 働 費

日雇労働者賃金

554万3,365円

退職金共済掛金補助金

415万910円

災 害 復 旧 費

春木川・紙敷川河川災害復

旧事業および春木川河川等

災害関連事業

1億4,420万1,411円

衛 生 費

老人保健事業

2億5,864万4,629円

夜同等急病診療事業費

1億3,411万7,942円

各種予防接種事業

1億290万593円

塵芥収集委託料および再資

源化等事業

11億2,652万2,193円

し尿収集委託事業

3億808万5,106円

消 防 費

消防訓練センター建設事業

3億398万3,000円

防火水槽新設工事

3,483万円

はしご付消防自動車購入事業

8,430万円

消防車両整備事業

4,662万円

起震車購入事業

1,790万円

農林水産業 費

病害虫等防除関係経費

3,086万1,351円

農業振興資金融資関係経費

1億6,174万4,779円

総 務 費

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう
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生活の

知恵袋詰精米

の
品質表示がかわりました

袋詰精米の表示例

品質区分と品質基準

品 質 区 分 品 質 基 準

特 1 類80％以上

上 1 ～2 類50 ％以 上

中 1 ～5 類

標 準 価 格 米 3 ～5 類（ 構成割合は店頭掲示 ）

類別 混入割合は、上記の基 準内 で米穀店により異なり ますので店頭 掲示な

どにより 確かめてく ださい。

「類」は 、米の品質（産 地・品 種等）による分 類です。

認定マーク

「 下 駄 の 向 く ま ま 一 新 東 京 百 景 － 」

か ら

花
と
緑

「
幸
福
の

木
」
の

名
で

普
及
し

て
い
る
ド
ラ
セ
ナ
、
マ
ッ
サ
ン
ゲ

ア
ナ

が
代
表
で

す
。

丈

が
高
く

な
る
の
で

、
洋
間
や

オ
フ
ィ
ス
の
飾
り
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い

ま
す
。

育

て

方

四
月
下

旬
⊥
（

月
下

旬

ご
ろ
は
、

日

当
た
り
の

良
い

場
所
で

育
て

ま

す
。
真
夏
は

、
葉
焼
け

を
起
こ
し

や
す
い
の
で

、
半
日

陰
の

場
所
か

室
内
に
置
い
て
下
さ
い
。

鉢
底
に

受
け
皿

を
置

く
場
合
は
、

た
ま

っ
た
水

を
取
り

除
き
ま
す
。

放

っ
て

お
く
と

、
根

腐
れ
を
起
こ

し

や
す
い
の
で
注
意
。

戸
外
に
出
し
た
も
の
は

十
月
中

旬

ご
ろ
か
ら

室
内
に
入

れ
、
冬
期

は
日
中
、
日
当
た
り
の

良
い

窓
際

に
、
夜
間
は

、
室
内
の
温

度
変
化

の
少
な
い
場

所
で
保
護
し

ま
す
。

冬
期
の
潅
水
は
ヽ
天
気
の
良
い

日
に
行
い
、
鉢
土
の
表
面

が
乾
く

ま
で

次
の
灌
水
を
控
え
て

や
る
と

よ
い
で
し

ょ
う
。

鉢

替

え

下

葉
が
枯
れ
上
が
り

、
根
づ

ま

り
を
起
こ
し
た
も
の
に
行
い
ま
す

。

時
期
は
五
月
上
旬
～
九
月
中
旬
に

。

用
土
は
、
小
鉢
植
え
の
も
の
は

水
苔
、
ま
た
は
赤
玉
土
に
腐
葉
土

を
混
ぜ
て

使
い
ま
す
。

大
鉢
植
え
は
、
鉢
底
に
ゴ

ロ
土

な
ど

を
入
れ
て

す
き
間
を
作
り

、

排
水
を
良
く
し
ま
す
。
用
土
は
目

の

粗
い

赤
玉
土
に
繊
維
の
多
い
腐

葉
土

を
混
ぜ
て

使

っ
て
下
さ
い
。

増

や

し

方

マ
茎
挿
し
・
・・
五
月
中
旬

ご
ろ
に
、

七

～
八
惣
に
切
っ
た
茎
を
三
分
の

二

く
ら
い

水
苔
で

巻
い
て
、
箱
ま

た
は

小
鉢
に
挿
し
ま
す
。

丈
が
高
く
な
り
、
下

葉
が
な
く

な
っ
た
も
の

も
、
上
部
を
切
り
取

っ
て

、
同
じ

方
法
で

茎
挿
し
で

き

ま
す
。

▽
芽
挿
し
・
＝
発
芽
し
た
わ
き
芽
を

葉

数
が
十

枚
く
ら
い

の
と
き
に
切

り
取

り
、
七
～
八

枚
に
葉
を
減
ら

し
て

、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
か
水

苔
に

挿
し
て

育
て

ま
す
。
切
り
囗

は
二

上

二
時
間
日

陰
で

乾
か
す
と
、

腐
敗
を
防
げ
ま
す
。

病

虫

害

の

防

除

マ
ハ

ダ
ニ

＝
・
ケ
ル

ゼ
ン
、
ア
カ
ー

ル
の
二
、
〇
〇
〇
倍
液
を
散
布

マ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
＝
・
カ
ル

ホ
ス
乳

剤
の
I

、
〇

〇
〇
倍
液
を
散
布

マ
褐
斑
病
・
＝
マ
ン

ネ
ブ
ダ
イ
セ
ン

の
二
五
〇
倍
液
、
ま
た
は
ベ
ン
レ

ー
上

、
○
○
○

倍
液
を
散
布

マ
詳
細
E

公

園
緑
地
課
緑
化

係

観
葉
植
物
の
育
て
方

ド
ラ
セ
ナ
類

消
費
者
の
口
に
入
る
精
米
の
品
質
な
ど
の
表
示
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。

お
い
し
い
米
を
分
か
り
や
す
く
選
べ
る
よ
う
に
、

十
一
月
か
ら
全
国
的
に
通
用
す
る
表
示
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
示
を
手
が
か
り
に
、
合
理
的
に
米
を
選
び

ま
し
よ
う
。

袋
詰
め
さ
れ
た
米
の
中
味

を
消

費
者
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め

、

千
葉
県
で

も

十
一
月
か
ら
表
示
制

度
を
改
正

し
ま
し
た
。

主
な
表
示
改
正
点
は

、
①
米
の

品
名
が
「
う
る
ち
精
米
」

「
も
ち

精
米
」
「
胚
芽
精
米
」
の
三

種
類

に
な
り
ま
し
た
。

②
品
質
区
分

が

「
特
」
「
上
」

「
中
」

「
標
準
価

格
米
」
の
四
区
分
に
統

一
さ
れ
ま

し
た
（
全
国

統
一
）
。
こ
れ
ら
の
表

示
を
参
考
に
米
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

栽

培

方

法

が

確

認

さ

れ

て

い

る

精

米

に

は

認

定

マ

ー

ク

有
機
米
や
低
農
薬
米
な
ど
、
特

別

な
栽
培
方
法
へ

の
関
ふ
が
高
ま

っ
て
い

ま
す
が
、
明
確
な
基
準
が

ま
だ
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し

、
集
荷
業
者
や
検
定
機

関
な
ど
に
よ

り
、
栽
培

方
法
が
確

認
さ
れ
て
い

る
精

米
に
つ
い
て

は
、

袋
に
認
定
マ
ー
ク
が
張
ら

れ
、
別

に
栽
培
基

準
が
明
記

さ
れ

ま
す
。

栽

培

基

準
の

具

体

的
な
例
示

内
容

と
し
て

は
、
①
土
づ
く

り

・

施
肥
の
使
用
量
の
表
示
②
除
草
剤

の
使
用
の
有
無
③
病
害
虫
対
策
と

し
て
の
殺
菌
剤
の
散
布
状
況
な
ど

で
す
。

こ

の
認
定
マ
ー
ク
は
、
記
載
さ

れ
た
栽
培
方
法
に
よ

る
米
の
品
質

な
ど
に
つ
い
て

、
特
別
な
評
価
を

す

る

も
の
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。

マ
詳
細
・
・・
県

農

政

課

食

糧

係
｛
l

0
4
7
2

－
2
3－
－
2
8
2

↑
上
番

不

用

品

交

換

情

報

申
し
込
み
は
（

ガ
キ
で
‥川
月
2
4日
ま
で
に

O
今
回
掲
載
分
の
紹
介

マ
申
込
方
法
・
六

ガ
キ
に
①
希
望

品
名

②
住

所
③
氏
名
④
電
話
番

号

（
昼
間
の

連
絡
先
）
を
明
記

し
て

申
し

込
ん
で

く
だ
さ
い
。

（
ガ
キ
ー
枚
に
品
毎
一
点
の
み
。

マ
申

込
先
・・
・
〒
二
七

一
松
戸
市
根

本
一
八
七
－
五
松
戸
市
役
所
消

費
生
活
課
消

費
生
活

係

マ
締
め
切
り
・
こ
十

一
月
二

十
四

日

釡

）
〔
当
日

消
印
有
効
〕

マ
相
手
の
紹

介
・・
一
月
末
に

抽
選
を

行
い
、
当
選

者
だ
け
に

電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹

介
後
は

自
主
交

渉
と
な
り
ま
す

。

譲
り
ま
す

【
家
具

類
】
◆

食
堂
用
い

す
二
脚

四
千
円

【
電
気
製
品

】
◆

電
気
ス

ト
ー
ブ

四
千
円
◆
ラ

ジ
カ
セ
千
八
百
円
◆

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
二
千
円
◆
電
気

が
ま
五
千
円

［
子
供
用
品
］
◆

ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー

ル
千
円
◆
子
供
用

食
堂
い

す
二
脚

無

料
・
五
百
円
◆
お
ま
る

無
料
◆

コ

ン
ビ
ラ

ッ
ク
無
料
◆
乳
母

車
無

料
◆

ロ
ー
チ
ェ
ア
三
百
円
◆

ペ
ビ

ー

バ
ス
五
百
円
◆
幼
児

向
け
絵
本

二
十
五
冊
二
千
円
◆
ペ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無

料
・
五
千
円
◆

ベ
ビ
ー
カ
ー

三
千

円
◆
歩
行
器
五
百
円

【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆

ぶ
ら
さ

が
り
健
康
器
具
無
料
◆
ジ
ム
マ
シ

ン
（
健
康
器
具
二

万

円
◆

カ
メ

ラ
三
脚
四

千
円
◆
エ
レ
ク
ト

ー
ン

無
料
◆

マ
グ
ネ
タ
イ

ザ
ー
（
磁
気

治
療
器
具
）
無
料
◆

小
学
生
向
け

英
語
教
材
一
万
円

目
用
雑
貨
】
◆
べ
ッ
ル
ド
パ
ッ
卜

三
千
円
◆
臼
と
杵
八
千
円
◆
F
F

式
ひ
ー
ク
上
万
円

O
次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品
物
の
詳
細

を
電
話
で

申
し

込
ん
で

下
さ
い
。

価
格
は
一
万

円
ま
で
で

す
。
原
則

と
し
て

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自

転

車
・
自
動
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
十
二
月
二
十
日
号
の
不

用
品

交
換
情
報
は
休
載
さ
せ
て

い

た

だ
き
ま
す
。
次
回
は
一
月
二
十

日
号
に

掲
載
し

ま
す
。

マ
申

込
期
限
＝
半

二

月

十

五

日

（
金

）
ま
で

マ
申

込
先
・
＝
消
費
生
活

課
消
費
生

活
係

ま
つ
ど
文
学
散
歩
8

滝
田

ゆ
う

「
下
駄
の
向
く
ま
ま
I
新
東
京
百
景
－

」

坊
主
頭
に

着
物
姿
で

テ
レ

ビ

の
C
M

で

も
お
な
じ
み
の
漫

画

家
・
滝
田

ゆ
う

。
下

町
情
緒
た

っ
ぷ
り
の
人
情
味

あ
ふ

れ
た
画

風
で
、
大
人
の
フ

ァ
ン

が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

「
下
駄
の
向
く
ま

ま
I

新
東

京
百
景
－

」
は
、
題

名
の
と

お

り
に
下
駄

ば
き
で
、
主
に

お
酒

の

飲
め
る
東
京
の
盛
り

場
を
絵

と
文
で
紹
介
し
た
エ
ッ
セ
ー
集

で

す
。
ち
ょ
っ
と
「
イ
ケ
ル

ロ
」

の
人

に
は
、
楽
し
い
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
東
京
百
景
」
と

タ
イ
ト
ル

さ
れ
た
本
に
は

、
大
抵
「
矢
切

の

渡
し

」
が
、
東
京
で

た
だ
一

力
所
残
さ
れ
た
渡
し
場
と
し
て

紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の

本
に
も
、
東
京
側
の
江
戸
川
堤

防
の
情
景
と
「
矢
切
の
渡
し
」

が
、
の
ん
び
り
し
た
文
体
で
ス

ケ
ッ
チ
と
と
も
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

江

戸

川

鯉

こ

く

一
人

酒

矢
切
の
渡
し
、
一
人
河
原
に

黙
然
と
た
た
ず
め
ば

江
戸
川
堤
を
歩
い
て
い
る
。

べ
つ
に
こ
れ
と
い

っ
て

急
ぎ
の

旅
？

で
も
な
く

、
例
に
よ

っ

て

、
潮
時
見
は
か
ら

っ
て

、
ち

ょ
い
と
こ
う
手
頃

な
暖
簾

く
ぐ

る
算
段
し
い
し
い

、
土
手

伝
い

に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
行
く

わ
け

で
。だ

が
、
こ
こ
ら

あ
た
り
へ

と

や

っ
て
来
た
か
ら
に

は
、
去
る

っ
き
り
お
愛
想

な
し

と
い

う
の

も
能

が
な
い
話
。
そ
こ
で

、
さ

て
も

さ
て
と
小
手

を
か

ざ
せ

ぱ

あ
、
見
え
ま
し
た

。
河
原
の

向

う
に

、
ち
ら

っ
と
渡
し
場
ら
し

き
小

さ
な
桟

橋
…
…
。

〈
中
略
〉

そ
し
て
矢
切
の
渡
し

。
－

‐
‐

今

、
都
内
に

残
る
渡
し
舟
は
こ

こ
し
か
な
い
そ

う
で

、
し

か
も

手
漕

ぎ
。
よ

く
も
ま
あ
、
こ
の
、

な
ん
で
も
か
ん
で

も
機
械
化

の

御
時
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず

…
…
。

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
平
日

に
は
舟
は
出
な
い
そ
う
で
、
今

日

の
と
こ
ろ
は
、
来
る
に
は
来

た
が
、
た
だ
岸
辺
に
立

っ
て

、

ひ

と
と
き
ぼ
ん
や
り
…
…
。
そ

の
ゆ
る
や
か
な
川
面
眺
め
な

が

ら
ハ
イ
ラ
イ
ト
ニ
、
三
本
…
…
。

別
段
が
っ
か

り
は
し
て
い

な
い
。

渡
し
舟
に
乗
れ
な
く
て
も
、
や

が
て

い
つ

し
か
空
模
様
の
あ
や

し
ぐ
な
う
っ
と
も
、
黙
然
と
一

人
河
原
に
た
た
ず
め
ば
、
な
に

や
ら
水
の
流
れ
る
ま
ま
、
ふ
と

わ
れ
と
わ
が
身
の
い
と
お
し
く

、

見
上
ぐ
る
空
に
と
ん
び

が
一
羽

、

く
る
り
と
大
き
く
輪
を
か
い
た

。

ホ
オ
イ
～
の

ホ
イ
～
…
…

つ
て

。

二

下
駄
の
向
く
ま
ま

1

新
東
京
百
景

ご

）

（
市
立
図
書
館
）



あ
な
た
の
健
康
1
4
3

心
臓
に
は
、
心
筋
に
血
液
を
送

り
込
ん
で
い
る
三
本
の
冠
状
動
脈

か
お
り
ま
す
が
、
加
齢
と
共
に
動

脈
硬
化
が
進
ん
で
く
る
と
、
こ
れ

が
狭
く
な
っ
て
き
ま
す
。
従
っ
て

血
液
の
流
量
が
少
な
く
な
り
、
心

臓
が
必
要
と
す
る
酸
素
を
送
り
込

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
、
酸

欠
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
虚
血
と
い
い
、
安
静
時

に
は
足
り
て
い
て
も
、
運
動
し
て

心
臓
が
余
分
に
働
く
と
酸
素
不
足

が
起
こ
り
ま
す
。

高
度
の
虚
血
状
態
に
な
り
ま
す

と
、
通
常
は
胸
に
痛
み
が
起
こ
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ

が
狭
心
症
で
す

。

狭

心

症

に

は

二

つ

の

型

が

心
臓

が
た

く
さ

ん
の
酸
素

を
必
要

と

す
る
場

合
は
、

①
運
動

を
す
る
②

重
い

物
を
持
つ

③

一
度
に

た
く
さ
ん

の

食

事

を

す

る

（
消
化
器
系
の
器

管
に
血
液
が
集
ま

る
）
④
急
に
熱
い
ふ
ろ
に
入

る

（
急
激

な
温

度
変
化
）
な
ど
で

す
。

こ
う
し
た
こ
と

が
心
臓
に

対
し

て
か
な
り
の

負
担
に

な
り
、
引
き

金
に
な

っ
て
狭

心
症
の

発
作
を
起

こ
す
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
典
型
的

な
労
作
狭
心
症
で
す
が
、
こ
の
夕

イ
プ
は
、

安
静
に
し
て

発
作
を
起

こ
す

前
の

状
態
に
戻
し
て

や
れ
ば
、

治
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ

が
、
睡
眠
中
に
急
に
胸

が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ

う
い

う
タ
イ
プ
は
労
働
と
は
関

係
な
く
、
体
を
休
め
て
い

る
時
、

例
え
ば
眠

っ
て
い

る
夜

中
や
明
け

方
に
狭
心
症

が
起
こ

る
の
で

す
。

狭 心 症
も
と
も
と
、
血
管
に
は
少
し
ず

つ
動

脈
硬
化

が
起
き
て

お
り
、
そ

の

血
管
に

突
然
け
い
れ
ん
が
起
こ

っ
て

、
そ
の

部
分
が
一
時
的
に
閉

じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
安
静
狭
心

症
で

、
非
常
に
過
労
に
な

っ
て
い

た
り
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の

強

い
状
態
が
続
い
て
い
る
と

、
生
体

の
バ
イ
オ
リ

ズ
ム
が
変
わ
っ
て

き

ま
す
。

そ
れ
で

、
夜
中
に

神
経
の

緊
張

が
異
常
に

高
ま

っ
て
い

る
よ
・う
な

時
に

、
血
管
の

け
い

れ
ん
が
起
こ

る
と

考
え
ら

れ
て
い

ま
す
。

対

策

狹
心
症
の
発
作

は
時
間
が
た
て

ば

お
さ
ま
り
ま
す
。

動
い
て
い
る
最
中

に
発
作
が
起
き
た

場
合
は
、
す
ぐ
に

動
き
を
止
め
、
ま

ず
安
静
に
す
る
こ

と
で
す
。

次
い
で
ニ
ト
ロ

グ
リ
セ
リ
ン
な
ど

の
硝
酸
薬
を
服
用

す
れ
ば
、
一
上

一

分
で

痛
み

が
引
き
ま
す
。
薬
は
発

作
を
止
め

る
こ

と
と
、
次
の
発

作

を
防
ぐ
た
め
に
有
効
で

す
。

そ

の
ほ
か
日
常
の
心
掛
け
と
し

て

は

、た
ば
こ

を
や
め

た
り
、
高
血

圧
・
肥
満
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す

る

こ

と
。
食
事
は
動
脈
硬
化

を
防
ぐ

た
め
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

を
多
く

含
む
食
品
を
減
ら
し
、
圭
だ
ス
ト

レ
ス
を
防
べ

適
度
の

運
動
を
し

て
心
筋
の
血
流
量

を
増
や
す
こ

と

が
大
切
で
す
。

そ
う

す
る
こ
と

が
、
狭
心
症
の

予
防
に

も
、
治
療
に
も
な
る
わ
け

で

す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
千
葉
県
代
表

和

田

佐

知

子
さ
え

先
ご
ろ
、
全
国
身
体
障
害
者

技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ

ッ
ク
）
が
千
葉
市
で
開
か
れ
た
。

和
田
佐
知
子
さ
ん
は
、
視
覚

障
害
者
と
し
て
「
日
本
語
ワ
ー

プ
ロ
（
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

部
門
）
に
出
場
。

こ
の
競
技
自
体
、
検
定
を
兼

ね
て
い

た
こ
と
も
あ

っ
て

、
大

会
出
場
と
同
時
に
、
彼
女
は
ワ

ー
プ
ロ
検
定
二
級
を
取

得
し

た
。

彼
女
が
使
う
ワ

ー
プ
ロ
は

、

「
音
声
ワ

ー
プ
ロ
」
と
呼
ば
れ
、

一
般
に
使
用
さ
れ

る
ワ

ー
プ
ロ

に
音
声
ワ

ー
プ
ロ
用
の
ソ
フ

ト

を
組
み
合
わ
せ

た
も
の

。
漢
字

の
音
と
訓
を
利
用
し

た
打
ち
方

を
し

、
打
っ
た
文
字
は
ワ
ー
プ

ロ
が
「
し

ゃ

べ
っ
て
」

教
え
て

く
れ

る
し

ぐ
み

だ
。

「
医

学
用
語
の
よ
う
に
専
門

的
な
言
葉
も
多
い
し
、
漢
字
も

覚
え

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
に
か

く
勉
強
が
必
要
な
ん
で

す
」
。
現
在
都
内
の
日
本
盲
人
職
能

開
発
セ
ン
タ
ー
で
働
く
和
田
さ

ん
。
会
議
な
ど
の
録
音
テ

ー
プ
を
音
声
ワ
ー
プ

ロ
で

清
書
す
る
こ
の
仕
事
を

、

本
格
的
に
始
め
て

約

一
年
。

「
セ
ン
タ
ー
で

働
く
人
は

皆
、
就
職
を
望
ん
で
い
ま

す
が
、
受
け
皿

が
な
い
ん

で

す
」
と
、
視
覚
障
害

者

の
仕
事
に
対
す
る
社
会
の

理
解
を
訴
え
る
。
ア

ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
検
定
も

、
い

わ
ば
社
会
に
対
す

る
ア

ピ

ー
ル
。

休
日
は
お
気
に
入
り
の

曲
を
聴
い
た
り
、
友
人
と

会
っ
た
り
し
て
い

る
。

「
今

年
の
夏

休
み

は
、
目
の

不
自

由
な
女
の
子
と
二
人
で

グ

ア

ム
へ

行
っ
て

き
ま
し

た
。
現

地
の
人

も
親
切
だ
っ
た
し

、
工

夫

す
れ
ば
、
な
ん
と
か
な

る
ん

だ
っ
て

自
信
が
つ
き
ま
し
た
」

と
、
表
情
を
よ
り
明
る
く
し
、
ハ

キ
ハ
キ
と
話
す
。

目

が
不

自
由
に

な
っ
て
か
ら

、

ひ
と
の

話
も
テ
レ

ビ
の

ニ
ュ
ー

ス
も

、
一
言

語
意
味
を
考
え

な
が
ら
よ

く
聞
く
よ
う
に
な
っ

た

。
彼
女
は
日

々
、
社
会
と
い

う

も
の

を
、
真
っ
す
ぐ
に
、
し

た

た
か
に

、
そ
し
て

注
意
深
く

見
つ

め
て
い

る
。

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

昭
和
四
十
九
年
に
オ

ー
プ
ン
し

ま
し

た
。
図
書
館
分
館
・

ホ
ー
ル

・
会
議
室
・
和
室
・
茶
室
・
な

が
い

き
室
・
料
理
教
室
な
ど

を
備
え

、

文
化
活
動
な
ど
に
広

く
利
用

さ
れ

て

い
ま
す
。

六

十
三

年
四

月
に
は
、
地
域
の

要

望
に
こ
た

え
、
隣
接
し
て

別
館

も
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

新
京
成
線
稔
台
駅
に
近
い
た
め

、

別
館
は

∵

二

階
に
自
転
車
駐
車

場
を
設
け
て
い
ま
ず
。
三
・
四

階
に
は
ホ

ー
ル
と
三
つ
の
会
議
室

が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
時
間
E

午
前
九
時
～
午
後

九
時

〉
休
館
日
＝
縊

月
第
二
月
曜
日

〉
詳
細
・
＝
稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

公
6
7
1
6
4
2
0

番

茶道を楽しむひととき。心にゆとりが生まれます

ハイ
こちら内線

600 番

まちの話題をお知らせ下さい。

11 月10 日（ 金）・11日（土 ）の 両 日 、

市 民 会 館 でシ ル バ ー お 楽し み 料 理

教 室 が 開 催さ れま し た 。

こ の 料 理教 室は 、11 月10 日（ 金 ）

から3 日 間 、市 内 各 会 場 で行 わ れ

た 「市 民 健康 づ く り の 集い 」 の 一

環と し て 行 わ れた も の 。

「作 っ て ・食 べて ・語ら っ て 」

をテ ー マ に 、65 歳 以 上 の お年 寄り

152 人 が参 加し まし た 。

健 康 づく り は バラ ン ス のと れ た

料 理 から 、と い う こ と で 、メ ニ ュ

ー にも 工 夫 がこ ら さ れ て いま す 。

中 に は 「家 で は包 丁 は め っ た に

も たな い 」 と いう 男 性も い まし た

が、出 来 栄え は な かな かの も の 。

お 手 伝 いを かっ てで た、ボラン ティ

ア 団体 ・松 戸 ゆう ゆう 会 の メン バ

ー と 楽し く 語ら い な がら 、料 理 を

賞 味し てい まし た。
松戸新田

相 沢 利 一5 ん

バランスのとれた食事で

健康づくり

シルバーお楽しみ料理教室

昨日は妻が、今日は

私、と交代で参加して

います。

鰯の梅肉はさみ焼き

にチャレンジしている

ところです。手つきが

良いでしょう。

家でも包丁は持つん

ですよ。しゅんの素材

を料理するのが一番。

皆さんと一緒に作る

のも楽しいですね。

自立 を目指し て

施設のあんない



ちいさなちいさな音楽会

E〉日時…12月10日(日)午後1 時

30分開場、2 時開演

じ・会場…市民会館ホール

1〉内容…「雪の降る町を」作曲

家・中田喜直氏を迎えて

t〉費用…亅、500円

l〉詳細…コール・メイ 一大沢容

67―1798番

サンデー社交ダンスパーティー

【〉日時…11月26日(日)午後5 時

15分開場、5 時30分開演

C〉会場…新松戸市民センター

t〉費用…800円( 軽食、飲み物付

き)

※男性のノーネクタイ、女性の

スラックスは入場できません。

【〉詳細…福沢S68 ―3143番

松戸手をつなぐ親の会

福祉バザー

l〉日時・・・12月3 日(日)午前10時・

～午後1 時30分

t〉会場…市民会館料理教室

※バザーへ提供できる品物があ

りましたら、ご協力下さい。

l〉詳細…わかば園R85 ―3188番

(午前9 時～午後4 時)

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

難病相談

r〉日時…11月30日(木)午後1 時

から

l〉会場・・・松戸保健所

r〉内容…高熱がでやすい、関節

の痛み・はれ・変形、筋肉痛、

口腔内に潰瘍ができた、顔に

湿疹ができやすい、手指や顔

のむくみ・しびれなど

l〉定員…先着10人

l〉申込み…11月27日(月)までに、

電話で松戸保健所予防課特定

疾患係S61 ―2121番へ

三歳児健康診査

平成元年度の三歳児健康診査

を実施します。対象者には診査

票を郵送します。回答内容によ

って、二次健診が必要な幼児に

は、個人へ通知します。

l〉対象…昭和61年9 月1 日～12

月31日生まれの幼児

【〉診査票発送予定…11月下旬

※今回の対象児で、平成元年4

月亅5日以降に転入した人や診

査票の届かない人は、ハガキ

に下記の内容を明記して、申

し込んで下さい。

詳細…松戸保健所保健指導課

Q61 ―2121番

救 急 医 療 体 制 健康 保 険証 を忘 れ ずに ／

夜間急病診療所( 毎日)・午後8時～1塒 衛生会館内a6H756 番

侍機病院( 毎日)・午後5時～午前9時テレホンサービス 啣HO 伺番

翳急休日在宅当直医・午前勁~ 午後5時テレホンサービス 昔6H Ⅲ 番

沐日土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1塒 衛生会館内 啣日430 番

期 日 会 場 時 間 主 催

11/25山
JR 松戸駅

東口

午前佃時
S

午後4 時

松戸市

12/3R
稔台市民

センター

午前10時

～午後
3 時30分

松戸市

⑤

愛の献血

ほけん
えいせ
い

バドミントン教室

E〉日時・‥12月3 日(日)午前9 時

から

1〉会場…柿ノ木台小学校体育館

r〉対象…一般市民

1〉費用…無料

※体育館用上履きを持参

r〉申込み…当日会場で

r〉詳細…体育指導委員・島村容

63―2814番

雪に親しむ会

E〉日時…12月29日(金)〔午後9

時30分松戸伊勢丹前集合〕～

平成2 年1 月2 日(火)午後8

時帰着

l〉場所…猪苗代スキー場

l〉定員…先着38人

i〉費用…大人39,000円、中学生

以下36,00〔〕円( 宿泊代・往復

バス代・傷害保険料含む)

l〉申込み・‥11月30日(木)までに

ハガキに住所・氏名・電話・

性別・生年月日を記入して、

〒271 松戸市松戸1277香取方

松戸市スキー連盟へ

l〉詳細…高橋昔62－1800番

市民少年レスリング教室

f〉日時…12月3 日～平成2 年2

月11日の毎週日曜日( 計10回

・12月31日を除く)、午前10時

～正午

1〉会場…運動公園体育館

r〉対象…市内在住の小学生～高

校生

r〉定員…先着40人

l＞費用…保険料小・中学生350円、

高校生600円

※運動のできる服装で、上履き

用運動靴を持参して下さい。

r〉申込み‥・11月20日(月)午前9

時から直接社会体育課窓口へ

E〉詳細…社会体育課指導係

スポーツ

バ ドミント ン教 室

E〉日時…11 月26 日( 日) 午後1 時

～4 時30 分

C〉会場…上本郷第二小学校体育

館

【〉費用…無料

※運動のできる服装で、ラケッ

トのある人は持参して下さい。

1〉申込み‥・当日会場で

t〉詳細…体育指導委員・渡辺容

62―4731 番

リ ン グプル収集 にご協力 を

松戸市家庭婦人スポーツ連盟

では、缶ジュースなどのリン グ

プル( 飲 み囗を開けるキャップ)

を収集し、車いすを福祉施設等

へ贈る運動 をすすめています。

捨ててし まうことの多いリン

グプルですが、収集して まとま

ると社会福祉に役立ち、美化運

動にもなります。ご協力下さる

ようお願いします。

C〉詳細・‥松戸市家庭婦人スポー

ツ連盟・岡野登63-1613 番

親 と子 のオペ ラ

子役 を募集

l〉公演予定…平成2 年1 月21 日

( 日)、市民会館ホールで

l〉内容…ヘンゼルとグレーテル

l〉対象…3 歳～中学生の子役

E〉定員‥・50人

E〉練習日時…平成2 年1 月14 日

( 日)・15日( 祝) 午前11 時 から、

1 月20 日(土) 午 後3 時から

【〉会場…松戸みどり幼稚園( 仲

井町1 ―32一 川

r〉申込み・・・11月30 日( 木)までに

往復ハガキに住所・氏名 一年

齢・身長を明記し、〒271 松

戸市仲井町2－1劇団トムシ

アター・金井敬(S63-3351 番)

音 楽の 広場( 合 唱 講座)

E〉日時…11 月21 日( 火)午 後1 時

30 分～3 時30 分

c〉会場…市民会館音楽室

r〉費用‥・テキスト代2,700 円

E〉詳細…社会教育課市民文化係

瑞 季 ミニ コンサ ード

船橋室内合奏団を迎えて

1〉日時…12 月2 日(土) 午 後4 時

30分 開 演

D＞会場…常盤平市民センター

D〉内容…弦楽器とコーラ スのア

ンサンブル

l〉費用…無料( 要 入場整理券)

l〉詳細…女性合唱団瑞季・今中

a88 －5120 番

劇 団 ブ リッジファミリー劇場

おかしな魔女の物語

l〉日 時・・・12月21 日(木)・22日( 金)

① 午後1 時30 分 開場、2 時開

演②午後5 時 開場、5 時30 分

開 演

r〉会場・‥市民会館ホール

c〉内容… 児童劇( 小 学生～一般

向 き)

D〉費用…親子ペア券2,500 円( 前

売り2,〔〕00円) 、大人1,800 円 ．

子ども700 円

≫詳細…劇団ブリッジ・米 谷昔

64―7053 番

野 鳥観察会( 流 山)

〉日時…H 月26 日( 日)午 前7 時

50 分に 松戸駅東ロデッキ上集

合、午後1 時現地解散

〉場所…流山市の江戸川沿いの

田園地帯

〉内容…タゲリ、ケリ、シラコ

バトほか

〉費用…無料

〉持ち物…筆記具 ・観察用具・

弁当

〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

六 実絵画 クラブ展示会

〉日時…11 月22日(水)～26日(日)、

午前10 時 ～午後4 時

〉会場…六実高柳老人福祉セン

ター

〉詳細…六実高柳老人福祉セン

ター豐86 ―3478 番

もよお
しもの
松戸スウィングセピア

ビッグバンドコンサート

l〉日時…11月25日(土) 午後6 時

開場、6 時30分開演

E〉会場…市民劇場

1〉費用…入場料500円

r〉詳細…深野S87 ―4095番( 午

後6 時以降)

松戸ギタークラブ演奏会

l〉日時…11月23日(祝)午後1 時

開場、1 時30分開演

l〉会場…市民劇場

【〉費用…無料

l〉内容…いい日旅立ち、コーヒ

ールンバなど計25曲

E〉詳細…佐藤容42―6667番

松戸市民コンサート

男声を募集

l〉公演予定…平成2 年3 月25日

(日)、市民会館ホールで

t〉内容…オペラ合唱曲とオペラ

「カルメン」のハイライト集

r〉練習日時…毎週木・土曜日の

午後7 時～9 時

【〉会場…市民会館 一婦人会館

【〉費用…月1,500円

E〉詳細‥・市民コンサート事務局

・大沢067 ―1798番

ちびっ子集まれ／

おはなしフェスティバル'89

t〉日時…n 月26日(日)午前10時

～午後2 時

r〉会場…青少年会館

E〉内容…おはなしキャラバンを

はじめ、近隣市町のおはなし

サークル30グループの発表

【〉定員…1500人

c〉詳細‥・(財)おはなしキャラバ

ン容44 ―3037番

第九コンサート

E〉日時…12月24日(火)午後6 時

30分開演

E〉会場…市民会館ホール

【〉内容…ベートーベン作曲「交

響曲第9 番」(合唱の参加者を

募集しています)

に・費用…入場料2,000円、合唱の

参加費6,000円

に〉詳細…松戸第九をうたう会・

有賀容67－9545番

松戸市民劇団・劇舎

アトリエ公演

l〉日時…12月3 日(火)・9 日(水)

午後8 時、10日(木)午後1 時

と午後7 時に開演

p〉会場…「劇舎」新京成八柱駅そ

ば島本ビル41階

1〉費用…前売り700円、当日800

円．学生500円

E〉内容…中川信夫作 ．「流氷」

l〉詳細…劇舎089 ―4646番( 平

日は留守番電話)

秋の深まりが感じら

れます

おしらせ ・市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

・小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

一六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

一新松戸支所(43)5111R 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061
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